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AW に対応した群飼養母豚トータル管理システムの開発 
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３ 研究目的 

群飼養下の母豚管理における生産性向上とアニマルウエルフェア

（AW）向上を同時に達成するため、AI で取得した母豚の情報等を連携

し、飼養管理を自動化する母豚トータル管理システムを開発する。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

① 母豚 AI 監視カメラ開発 

常時群飼下の母豚を常時撮影し、重要な母豚情報を AIが自動収集・

検知する技術を確立する。 
（鹿児島大学、Eco-Pork、家畜改良センター） 

 

② AW 対応母豚トータル管理システムの開発 

母豚 AI 監視カメラ、その他各種センサー情報を総合的に処理し、母

豚の個体別状況に応じて自動給餌・自動環境制御、自動発情検知、異常

行動監視を行う母豚トータル管理システムを開発する。 
（鹿児島大学、Eco-Pork、家畜改良センター、浜野製作所） 

    

５ 最終目標 

正答率 90%以上の「母豚 AI 監視カメラ」を開発し「AW 対応母豚トー

タル管理システム」を構築し、実地検証にて群飼下における生産頭数 7%

改善、繁殖豚管理業務 40%改善、飼料効率 3%改善を達成する。 

 

６ 期待される効果・貢献 

本システムの導入による労働量の削減、生産性向上、飼料効率化等に

よる経済効果に加え、世界的潮流である AW の向上により、国内養豚業

の競争力を強化し、持続可能な食料生産に貢献する。 

 
【連絡先 国立大学法人鹿児島大学 共同獣医学部 099-285-8515】 

  



 

 


